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研究成果の概要（和文）：本研究では，特定領域研究「情報統計力学の深化と展開」を円滑に推

進するために，本領域全体の研究方針の策定，研究項目間の調整，国際研究集会・公開シンポ

ジウム・講習会の企画実施，研究成果の広報，研究成果に対する評価・助言を行った．主な実

績としては，計４回の公開シンポジウムおよび計６回の国際会議の開催，４冊のプロシーディ

ングスの発行が挙げられる．これらの活動の成果は計２８０件を超える領域内から発表された

原著論文等に反映されている． 
 
研究成果の概要（英文）：This research project played a role of managing the priority area 
“Deepening and Expansion of Statistical Mechanical Informatics”. More precisely, we 
formulated the grand design of research directions, coordinated individual research 
projects in the priority area, organized public symposia and international conferences, 
promoted research achievements and made evaluation and advice to the individual projects. 
Major records in the research duration include organization of four public symposia and six 
international conferences, and publication of four post conference proceedings. The 
significance of the activity is reflected in publication of more than 280 original papers from 
this area.  
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 直接経費 間接経費 合 計 
2006 年度 14,100,000 0 14,100,000 

2007 年度 18,000,000 0 18,000,000 

2008 年度 19,900,000 0 19,900,000 

2009 年度 20,300,000 0 20,300,000 

  年度    

総 計 72,300,000 0 72,300,000 

 
 
研究分野：総合領域 
科研費の分科・細目：情報学・感性情報学/ソフトコンピューティング 
キーワード：情報統計力学，多体問題，情報通信，量子情報，生命情報 
 
１．研究開始当初の背景 
コンピュータの飛躍的性能向上やアルゴリ
ズム研究の進展が近年相次いだことにより，
従来実現が難しいと考えられてきた大規模

な確率モデルを利用した情報処理が不可能
ではなくなってきた．情報通信における
LDPC 符号の再発見や決定問題・最適化問題
におけるランダム探索手法の躍進，遺伝子デ
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ータの統計解析，量子確率を利用した計算や
最適化法の提案など，確率に基づく方法が従
来技術を凌駕する例が各分野で次々と現れ
ている．この事実が示すように，大規模な確
率を如何にうまく手なずけ・使いこなすか，
という問題は，現在，情報科学における最重
要課題の一つとなっている 
 
２．研究の目的 
本特定領域研究「情報統計力学の深化と展
開」では，自然科学で培われた「More is 
different（量は質を変える）」という多体問
題に関する基本概念に立脚しながら上記の
課題に取り組み，得られた成果を情報科学に
おける多体理論として体系化していくこと
を目的とする．この目的を達成するため「情
報学でも“More is different”！」という共
通のスローガンの下，近年顕著な成果が得ら
れている情報通信の基礎理論を深化させ．そ
れらの成果を推進力としながら量子情報，生
命情報両分野への展開をはかる． 
 総括研究である本研究の目的は，本特定領
域研究を円滑に推進するために，領域全体に
関する研究方針の策定，研究項目間の企画調
整，研究成果の広報，研究結果に対する評
価・助言を行うことである． 
  
３．研究の方法 
年に数回，研究集会，講習会などを開催し，
情報交換の場を設けることにより，研究項目
間に協力体制を築き，効果的に成果が生み出
される下地を作る．また，国際会議プロシー
ディングスの発行やウエブページの作成を
通じて，広報・情報発信に努める． 
 
４．研究成果 
「３．研究の方法」の方針にしたがい実施し
た活動実績のうち主なものを実施した年度
に分けて以下に記す． 
 
2006年度 
（１）講習会の開催：新しい人材の発掘・育
成を目的として，平成１８年１２月１７日
（日）に東京において，物理学と情報科学の
境界領域に興味を持っている研究者，学生向
けに情報科学の中における統計力学の考え
方の特徴を紹介するチュートリアル講演会
「沢山あることに宿る数理」を開催した． 
（２）公開成果発表会の開催：平成１８年１
２月１８日（月）～２０日（水）に東京にお
いて，有力研究者を招聘し公開成果発表会を
開催した．また，それに合わせて全体会議を
行い，研究項目間の調整を行った． 
（３）生命情報に関する講習会の開催：新し
い人材の発掘・育成を目的として平成１８年
１１月２３日（木）～２６日（日）伊豆にお
いて，ならびに，平成１９年３月１６日（金）

～１８日（日）東京において生命情報に関す
る講習会を開催（日本神経回路学会等との共
催）した． 
（４）量子情報シンポジウムの開催：平成１
９年３月２１日（水）に鹿児島大学で開催さ
れた日本物理学会のシンポジウム企画とし
て，量子情報科学における多体問題の重要性
を議論するシンポジウムを開催した． 
（５）関連国際会議への組織的参加：平成１
９年３月１０日（日）～１４日（木）にイス
ラエルにおいて開催された Statistical 
Physics and Its Applications to Complex 
Problems in Communication に組織的に参加
し研究成果を発表するとともに，領域の発足
を国外の主要研究者に周知した 
（６）領域ウエブの立ち上げ，ならびに総括
班・計画研究代表者間の連絡用メーリングリ
ストの開設を行った． 
 
2007年度 
（７）関連国際会議への組織的参加：平成１
９年７月にイタリアで開催された統計力学
の国際会議 STATPHYS23 ならびにそのサテラ
イトシンポジウムおよび９月に英国で開催
された関連分野の国際会議に参加し領域の
成果を発信した．  
（８）国際ワークショップ：平成１９年９月
に国外から有力研究者（１３名）を招聘し，
統計力学と情報通信分野との相互理解を目
的とした国際ワークショップを京都で開催
した． 
（９）外国人研究者の招聘：国外の有力研究
者３名を２週間～１ヶ月招聘することで当
領域と関連する研究者との国際的ネットワ
ークの形成に着手した 
（１０）ランダム行列勉強会：平成１９年１
１月に国内の有力研究者を招聘して情報統
計力学分野の主要な研究テーマであるラン
ダム行列理論に関する研究会を開催した． 
（１１）生命情報科学講習会：平成１９年１
１月と平成２０年３月に領域の裾野を広げ
るために生命情報科学分野における情報統
計力学的手法の有効性を領域外にも広める
ことを目的とした研究会・講習会を開催した． 
（１２）情報通信講習会：平成１９年８月，
１１月，１２月に領域の裾野を広げるために
情報通信分野における情報統計力学的手法
の有効性を領域外にも広めることを目的と
した研究会・講習会を開催した． 
（１３）公開シンポジウム：平成１９年１２
月に領域全体の成果を公開するためのシン
ポジウムを開催した。 
 
2008年度 
（１４）国際会議：領域の活動によって得ら
れた成果を国際的に発信し，当該分野での我
が国の地位を高めるため平成 20年 9月 13日



（日）～16日（水）に仙台にて量子情報分野
に 焦 点 を当 て た国 際ワ ー クシ ョ ップ
IW-SMI2008を開催した．加えて，近年進展の
著しい量子符号とスピングラス相境界との
関 係 に 焦 点 を 当 て た 国 際 研 究 集 会
Multicritical Behavior of Spin Glasses and 
Quantum Error Correcting Codes (MBQEC)を
主 催 し ，分 野 的関 連の 強 い国 際 会議
Frontiers of Glassy Physicsを共催した． 
（１５）プロシーディングスの出版：領域の
研究成果を記録として保存し長期に亘って
影響力を保つため平成 19 年 9 月に開催した
IW-SMI2007 ならびに IW-SMI2008 のプロシー
ディングスを英国物理学会より出版した．こ
れら２冊のプロシーディングスは印刷出版
とともにオンライン出版されており，無期
限・無制限で世界中からアクセスできるよう
になっている． 
（１６）研究会・講習会・勉強会：研究成果
を国内の研究者に広く公開するために公開
シンポジウムを開催した．領域に関連する研
究分野の底上げを図るため国内の大学院生
や若手研究者を対象とした講習会「ネットワ
ーク情報理論：センシングと符号化」，「量子
情報と情報統計力学」をそれぞれ開催した．
また，同様の目的から関連学会，関連特定領
域科研費とともに「第１１回情報論的学習理
論ワークショップ」，講習会「ASCONE2008」，
「視覚の脳過程」，「システム生物学スプリン
グスクール」をそれぞれ共催した．領域内で
のメンバー間の交流を活発化しシナジー効
果を創出するため，領域内勉強会を開催した
(5回)． 
（１７）研究者招聘：国外の有力拠点との研
究交流を促進するため，若手研究者１名を２
週間招聘した． 
 
2009年度 
（１８）国際会議：領域の活動によって得ら
れた成果を国際的に発信し，当該分野での我
が国の地位を高めるため平成 21年 9月 13日
（日）～16日（水）に京都にて生命情報分野
に 焦 点 を当 て た国 際ワ ー クシ ョ ップ
IW-SMI2009を開催した．加えて，領域内で得
られた成果の集大成を発表し，今後の展開を
議論するため平成 22 年 3 月 7 日（日）〜10
日（水）に京都にて国際ワークショップ
IW-SMI2010を開催した．さらに本領域の骨格
となっているスピングラス理論と確率推論
との関係について領域設定期間内に得られ
た成果を議論する場として，平成 22 年 3 月
16 日（火）〜18 日（木）に国際ワークショ
ップ ICSG2010を開催した．  
（１９）プロシーディングスの出版：領域の
研究成果を記録として保存し長期に亘って
影響力を保つため IW-SMI2009 のプロシーデ
ィングスを英国物理学会より出版した．なお，

このプロシーディングスは印刷出版ととも
にオンライン出版されており，無期限・無制
限で世界中からアクセスできるようになっ
ている． 
（２０）研究会・講習会・勉強会：研究成果
を国内の研究者に広く公開するために公開
シンポジウムを開催した．領域に関連する研
究分野の底上げを図るため国内の大学院生
や若手研究者を対象とした講習会「情報統計
力学と生命情報」，「電子透かしと確率的情報
処理」を開催した．また，同様の目的から関
連学会，関連特定領域科研費，GCOEとともに，
講習会「ASCONE2009」，「システム生物学スプ
リングスクール」，「log P の情報学」をそれ
ぞれ共催した．領域内でのメンバー間の交流
を活発化しシナジー効果を創出するため，上
記以外の領域内勉強会を３回開催した． 
 
５．主な発表論文等 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
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